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模擬投票だけが主権者教育ではありません。主権者教育とは，様々な方略が考え

られます。原理的に社会を分析し，そこへコミットしてゆく教育が，主権者教育で
す。  
岐阜大学教育学部田中伸准教授は，大学の講義の中で学生とともに主権者教育の

カリキュラムを開発しております。その中で，女性の社会進出や身近な差別等に焦
点を当て，「マイノリティーを作り出すマジョリティーの意識を考える社会科授業実
践」を開発いたしました。そこで，下記の通り，岐阜高等学校で当該の授業を実施
します。  
つきましては，当日の取材についてよろしくお願いします。  
 
 

記  
 

日  時：７月５日（水）８時４５分～１１時３０分  
会  場：岐阜高校（岐阜市大縄場３丁目１番地）  
内  容：【授業実践】  

ステレオタイプから考えるマイノリティー  
—LGBT 等から見える社会の構造ー  

授業者：岐阜大学教育学部学生  
 
タイムテーブル：８：４５—１１：０５  授業実践  

１１：１０−１１：３０  研究討議（田中准教授）  
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「マイノリティーを作り出すマジョリティーの意識を考える」
社会科授業を実施 

－模擬投票ではない、原理的な主権者教育の実践－  

【問い合わせ先】  
岐阜大学教育学部社会科教育講座  田中  伸  
TEL：058-293-2231 
E-mail：nobol@gifu-u.ac.jp 
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